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安政３（１８５６）年





































４ ７ ９ ●司法省設置。
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年 月 日 曜日 年 譜 典 拠 備 考
明治６（１８７３）年１７歳
６ １１ １５ 土 ●ボアソナード来日。 雇入れ契約は、明治６年６月２４日付け。
６ １２ 富井マサ、１０歳１０ヶ月で京都女学校（京都女紅場）「検
査」を受ける。























９ ２ ２２ 火 ●代言人規則制定。
９ ４ １３ 木 司法省法学校入校試験願書を出す。 『明治九年司法省法学校入学関係』東京大学五十年
史料(東京大学総合図書館所蔵)
願書は東京府権知事楠本正隆より司法卿大木喬任宛に提出された。
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年 月 日 曜日 年 譜 典 拠 備 考
１０ １２ 富井マサ、京都女学校「女学第六級」を卒業する。 前掲｢薩埵家資料」
明治１１（１８７８）２２歳
１１ ７ 富井マサ、京都女学校「女学第五級」を卒業する。 前掲｢薩埵家資料」
１１ ９ ●時習社、東京弥左衛門町１９番地に移転する。 法律雑誌４２号(明１１.９.３０広告)
１１ １０ 桜井能監の推薦で、内務省雇となる。 前掲『知識進歩立志之友』
明治１２（１８７９）２３歳
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１２ ７ 富井マサ、京都女学校「女学第三級」を卒業する。 前掲｢薩埵家資料」



























１３ ２ ●時習社、京橋区弥左衛門町１５番地へ移転。 法律雑誌１０３号(明１３.２.７、広告)
１３ ３ 富井マサ、京都女学校「女学第二級」を卒業する。 前掲｢薩埵家資料」





１３ ４ １０ 土 ●東京法学社設立広告をだす。 東京日日新聞(明１３.４.１０)
１３ この頃 内務省を辞する。 前掲『知識進歩立志之友』





１３ ５ １３ 木 ●代言人規則改正。
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年 月 日 曜日 年 譜 典 拠 備 考
１３ ６ ２３ 水 司法省雇となる。民法編纂局御用掛を兼務する。 前掲『知識進歩立志之友』
法政大学百年史編纂委員会、『法政大学百年史』法
政大学、昭和５５年１２月１日
１３ ７ １７ 土 ●刑法・治罪法公布。




１３ ８ ●『法律雑誌』第１２７号外付録『刑法・治罪法 合巻』 法律雑誌１２６号(明１３.７.２４、広告)
１３ ８ ●専修学校設立認可申請。 学校法人専修大学編『専修大学１０５年』学校法人
専修大学、昭和５９年９月１０日
１３ ９ １２ 日 知友とはかり東京法学校開校。同校、主幹となる。 前掲『知識進歩立志之友』
法律雑誌１３５号(明１３.１０.２、広告)
１３ ９ この頃 神田区小川町３９番地に寓する。 『刑法一覧』時習社・博聞社、明１３年９月１１日
１３ ９ ●時習社社長、金丸から八塚に交代する。 法律雑誌１３８号(明１３.１０.２３、広告)
１３ １１ ６ 土 ●金丸鉄、時習社を辞退し、以後客員の報告広告をだす。
同時に東京法学社鑑定局開局。
法律雑誌１３９号(明１３.１１.６、１１－１２丁) 鑑定局は学校とはまったく別に開局する。






























１４ １ １７ 月 ●明治法律学校開校。 明治大学百年史編纂委員会編『明治大学百年史 四
巻 通史編Ⅱ』学校法人明治大学、１９９４年１０
月１５日
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１４ 官職を辞する。 前掲『知識進歩立志之友』


















































１４ ６ １２ 日 ●明治法律学校において、連合法律討論会開催される。 明法志林６号(明１４.６.２４、３３－３４頁) 論題は「性法ト道徳ト区別アルヤ否」。
参加生徒数は６０名余り。
１４ ７ 富井マサ、京都女学校「女学第一級」を卒業する。 前掲｢薩埵家資料」
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１４ ７ ●専修学校第１回卒業生を出す。 学校法人専修大学編『専修大学１０５年』学校法人
専修大学、昭和５９年９月１０日
１４ ９ ３０ 金 富井マサ京都女学校女学全科を卒業する。 前掲「薩埵家資料」
１４ 秋 ●東京法学校石川浅之助、秋期代言試験にて免許を得る。 明法志林２３号(明１５.２.１５、４５０頁) 石川（栃木県出身、弁護士）は東京法学校を明治１９年7月卒業し
ている。
因みに明治法律学校では安倍遜他５名が合格。





















＊＊ 「論近時法学家之弊風」論説之部 法律雑誌２０３号(明１４.１０.１８、５－１３頁) 東京法学校における演説筆記。
この論文が、『法律雑誌』における「薩埵正邦」記名の初出のもの
である。












＊＊＊ 清浦奎吾著『治罪法講義随聴随筆』編 博聞社、明治１４年 東京警視第二方面第三分署／編者: 東京高輪警察署6冊。
亀山貞義閲、分冊出版（第１ー３０号）である。
明治１５（１８８２）２６歳
１５ １ １ 日 ●刑法・治罪法施行。
１５ ２ １９ 日 ●午後１時より、東京法学校（神田錦町２－３）にて東京
法学会開催される。
明法志林２３号(明１５.２.１５、４４９頁) 星亨の「読治罪法」が講演された。
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１５ ６ ２４ 土 東京法学校に於ける演説会で講演する。 法律雑誌２５２号(明１５.６.２８) 『法律雑誌』２５２号（明１５．６．２８）に講演筆記が掲載され
ている。
１５ ９ 私立東京法学校主幹となるとともに教授の任にあたる。 「自筆の履歴書」明治２３年８月
１５ １０ １０ 火 ●明治法律学校第１回卒業生を出す。 前掲『明治大学百年史 四巻 通史編Ⅱ』
１５ １０ １９ 木 ●東京法学校設立認可。 前掲『法政大学百年史』














＊＊ 「治罪法第二百七十三条問ニ答」問答之部、佐津呑月 法律雑誌２２８号(明１５.２.２８、２２－２６頁) 『法律雑誌』２２５号の問に対する解答。
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＊＊ 「犯罪ニ由リ得タル物件トハ何ソヤ」問答之部、佐田豁堂 法律雑誌２４２号(明１５.５.８、８－１０頁) 問・答ともに豁堂。
＊＊ 「遺言ヲ奉シテ告訴シタル件駁問」問答之部、呑月酔人 法律雑誌２４４号(明１５.５.１８、１５－２２頁) 『法律雑誌』２３６号小川三千三、同誌２３７号飯田宏作参照。
＊＊ 「裁判管轄ノ問ニ答フ」問答之部、佐田豁堂 法律雑誌２４６号(明１５.５.２８、１４－１７頁) 『法律雑誌』２４３号和田熊輔の問に対する解答。



















＊＊ 「必也使無訟乎」論説之部 法律雑誌２５２号(明１５.６.２８、１－９頁) ６月２４日東京法学校に於ける演説筆記。












＊＊ 「私和ニ就イテ問」問答之部、佐津呑月 法律雑誌２５９号(明１５.８.３、２０頁) 『法律雑誌』２６１号松井三竿・同誌２６３号山口憲参照。
＊＊ 「外患ニ関スル罪ヲ論ス」論説之部、佐津豁堂 法律雑誌２６０号(明１５.８.８、２－８頁)
＊＊ 「刑法第百五十一条ノ犯罪人トハ何ソヤノ問」問答の部、呑 法律雑誌２６０号(明１５.８.８、１３－１８頁)
＊＊ 「続再犯加重論」論説之部、佐津豁堂 法律雑誌２６３号(明１５.８.２３、４－１２頁) 『法律雑誌』２６２号武市・同誌２６５号鈴木五百枝参照。
＊＊ 「訴訟ニ係ル権利売買ノ問ニ答フ」問答之部、佐田豁堂 法律雑誌２６４号(明１５.８.２８、１３－１６頁) 『法律雑誌』２６０号水月生参照。
＊＊ 「官吏ノ職務ニ対スル侮辱ニ付テノ問ニ答」問答之部、佐津 法律雑誌２６５号(明１５.９.３、１１－１５頁) 本文中で、講究の際にこの問題を得ると記す。
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＊＊ 「府県会議員ノ言論ニ付テノ論ヲ駁ス」論説之部、佐田豁堂 法律雑誌２８３号(明１５.１２.３、１ー１０頁) 『法律雑誌』２７９号菰口（守屋）此助参照。
＊＊ 「年季売買論ノ駁問ニ答フ」問答之部、佐田豁堂 法律雑誌２８３号(明１５.１２.３、１１ー１７頁) 『法律雑誌』２７３号論説之部、佐田豁堂参照。
＊＊ 「刑法第二百十九条ノ問」問答の部、呑月酔人 法律雑誌２８４号(明１５.１２.８、１９ー２１頁)
＊＊ 「賃貸契約ノ解」論説之部 法律雑誌２８７号(明１５.１２.２３、２ー９頁) 明治１６年に続く。
＊＊ 「刑法第二百十九条ノ問ニ答フ」問答の部、佐田豁堂 法律雑誌２８８号(明１５.１２.２８、１４ー１９
頁)
＊＊＊ 『刑事官令類纂 第１集』編 時習社、明治１５年２月
＊＊＊ 清浦奎吾著『治罪法講義随聴随筆』編 博聞社、明治１５年 東京警視第二方面第三分署／編者: 東京高輪警察署6冊
亀山貞義閲、分冊出版（第１ー３０号）である。
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１６ ７月頃 神田小川町４番地へ転居する。 法律雑誌３２９号(明１６.７.２８、広告頁)













































＊＊ 「治罪法第三百六十二条ヲ論ス」論説之部、豁堂主人 法律雑誌２９７号(明１６.２.１８、２ー１１頁) 「豁堂主人」は初出の記名、此れ以前のものには、「豁堂」を用い
る場合は「佐田」と組み合わせていた。
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＊＊ 「密売淫ノ問ニ答フ」問答之部、呑月酔人 法律雑誌３０７号(明１６.４.８、１７ー２１頁) 『法律雑誌』３０５号１８頁参照。
＊＊ 「控訴裁判言渡ノ種類ヲ読ム」論説之部、豁堂主人 法律雑誌３０８号(明１６.４.１３、１－８頁)
＊＊ 「刑法第二百六十一条ニ付テノ問」問答之部、呑月酔人 法律雑誌３０８号(明１６.４.１３、１２－１５頁)
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１７ ４ ２４ 木 「東京法学校移転并ニ規則改正願」を東京府へ提出する。 薩埵の住居は神田区小川町四番地寄留となっている。
１７ ５ ２０ 日 富井マサと結婚する。
１７ ７ 祖母孝子（推孝）死亡する、享年７４歳。 前掲『薩埵家弐百五拾年史』 文化８（１８１１）年生まれ。薩埵家７代目舎主として｢時習舎」
を運営していた。
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＊＊ 「財産分配ニ付テノ問ニ答フ」問答之部、豁堂主人 法律雑誌３６４号(明１７.１.２８、１６－２１頁) 『法律雑誌』３６１号（鉄頭山人の説に同意）参照。
＊＊ 「仏蘭西民法千三百二十五条ヲ読ム」論説之部、豁堂主人 法律雑誌３６５号(明１７.２.３、２－７頁)
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＊＊ 「重婚者ニ創傷セシメタル件ニ付キ疑問ニ答フ」 法律雑誌３７２号(明１７.３.８、１０－１４頁) 『法律雑誌』３６９号参照。
＊＊ 「明治六年第二十一号布告改正ノ私議」論説之部、豁堂主人 法律雑誌３７４号(明１７.３.１８、１－９頁)














＊＊ 「民事擬判問題ニ答フ」問答之部、豁堂主人 法律雑誌３９７号(明１７.７.１３、１１－１６頁) 『法律雑誌』３９３号参照。
＊＊ 「公訴及ヒ私訴ノ消滅ヲ論ス」論説之部、豁堂主人 法律雑誌４００号(明１７.７.２８、１－１０頁)






＊＊ 「損害賠償ニ付テノ問ニ答フ」問答之部、呑月酔人 法律雑誌４０２号(明１７.８.８、１７－１９頁) 『法律雑誌』３９７号参照。
＊＊ 「疑律ノ問題ニ答フ」問答之部、呑月酔人 法律雑誌４０３号(明１７.８.１３、１３－１７頁) 『法律雑誌』４０１号参照。
＊＊ 「治罪法第四百十条第六ヲ論ス」論説之部、呑月酔人 法律雑誌４０４号(明１７.８.１８、６－１３頁)
＊＊ 「除籍結婚ノ問ニ答フ」問答之部、豁堂主人 法律雑誌４０４号(明１７.８.１８、１３ー１５頁) 『法律雑誌』４００号参照。
＊＊ 「法律ハ何等ノ人ヲ支配スル乎」論説之部、豁堂主人 法律雑誌４０５号(明１７.８.２３、５－１２頁)
＊＊ 「刑ノ消滅ヲ論ス」論説之部、豁堂主人 法律雑誌４０６号(明１７.８.２８、１－１０頁)
＊＊ 「停止公権ニ付テノ問ニ答フ」問答之部、呑月酔人 法律雑誌４０６号(明１７.８.２８、１１－１２頁) 『法律雑誌』４００号（神田銀次）参照。
＊＊ 「不動産ノ区別ヲ論ス」論説之部、豁堂主人 法律雑誌４０８号(明１７.９.８、１－８頁) 『法律雑誌』４１１号１１頁に正誤表を付す。
＊＊ 「読刑法第五十一条」論説之部、豁堂主人 法律雑誌４１１号(明１７.９.２３、１－１０頁)
＊＊ 「刑法三百八十条ヲ解ク」論説之部、呑月酔人 法律雑誌４１２号(明１７.９.２８、１－１１頁)









＊＊ 「擬律ノ問ニ答フ」問答之部、豁堂主人 法律雑誌４１８号(明１７.１０.２８、８－１１頁) 『法律雑誌』４１１号（相陽樵夫）参照。
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１８ １ ８ 木 業務多忙のため、『法律雑誌』に「恭賀新禧」の広告をし、
略式の挨拶に替える。
法律雑誌４３１号(明１８.１.８広告)
１８ ３ １５ 木 井生村楼に於ける東京法学討論会に出席。 東京横浜毎日新聞(明１８.３.１２、３面)
東京横浜毎日新聞(明１８.３.１２、広告)
１８ ３ １５ 木 ●佐倉法学校開校式挙行。 東京横浜毎日新聞(明１８.３.１９、３面)












１８ ５ １５ 金 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌４５８号(明１８.５.２３、２８頁)
１８ ５ ２９ 金 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席し、講演を行
う。
法律雑誌４６１号(明１８.６.８、２６頁) 『法律雑誌』４６１号に演説筆記の掲載されている。
１８ ６ ５ 金 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席し自説を論じ
る
法律雑誌４６３号(明１８.６.１８、１９頁)
１８ ６ １２ 金 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌４６３号(明１８.６.１８、１９頁) 薩埵が第一問の発題者。
１８ ６ １９ 金 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌４６４号(明１８.６.２３、２４頁)
１８ ７ １１ 土 ●英吉利法律学校設置認可。 中央大学百年史編集委員会専門委員『中央大学百年
史 年表・索引編』学校法人中央大学、２００４年
１２月２０日












１８ １０ ３ 土 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席し演説を行う。 法律雑誌４８５号(明１８.１０.８、２５頁)
１８ １０ １０ 土 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌４８７号(明１８.１０.１８、２４ー２８
頁)
１８ １０ ２４ 土 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌４９０号(明１８.１１.３、２３ー２６頁) 薩埵の意見要領も掲載。
１８ １１ １ 日 東京法学社に於ける中央法学会に会頭として出席。 法律雑誌４９１号(明１８.１１.８、２８頁) 当日、富井政章は〔代理法総論〕を講演。
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１８ １１ ４ 水 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌４９２号(明１８.１１.１３、２４－２６ 討論に対する意見が掲載されている。


























１８ １１ １２ 木 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌４９６号(明１８.１２.３、２８頁)
１８ １１ １８ 水 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌４９４号(明１８.１１.２３、２２－２８
頁)
薩埵の意見も掲載。
１８ １１ ２５ 水 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌４９６号(明１８.１２.３、２８頁)
１８ １２ ２ 水 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌４９７号(明１８.１２.８、２４頁) 薩埵の意見も掲載。
１８ １２ ５ 土 東京法学校有志演説会に出席し演説を行う。 法律雑誌４９７号(明１８.１２.８、８－１３頁)
１８ １２ ９ 水 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌４９９号(明１８.１２.１８、２７－２８
頁)









＊ 『財産法講義 第二巻』講述 薩埵氏蔵版、 明治１８年２月 本書は、東京法学校教課用、禁発売となっている（明治１７年の項
参照）。本書は、第２巻８回から１０回までを収録している。
＊＊ 「擬律問題」問答之部、豁堂主人 法律雑誌４３１号(明１８.１.８、１８－３１頁) 『法律雑誌』４３０号（清川漁夫）１７頁参照。
＊＊ 「犯罪区別論」論説之部、豁堂主人 法律雑誌４３２号(明１８.１.１３、６－１４頁)
＊＊ 「妨害ヲ制止スルノ権アルヤ否ヤノ問並ニ答」問答之部、呑 法律雑誌４３２号(明１８.１.１３、１４－１７頁)
＊＊ 「民事問題ニ答フ」問答之部、豁堂主人 法律雑誌４３４号(明１８.１.２３、２１－２５頁) 『法律雑誌』４３２号参照。
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＊＊ 「民事問題第二号ニ答フ」問答之部、呑月酔人 法律雑誌４６９号(明１８.７.１８、１３－１７頁) 『法律雑誌』４６６号参照。
＊＊ 「自白ヲ論ス」問答之部、豁堂主人 法律雑誌４７０号(明１８.７.２３、４－１２頁)
＊＊ 「擬律ノ問題二号ニ答フ」問答之部、呑月酔人 法律雑誌４７０号(明１８.７.２３、１８－２３頁) 『法律雑誌』４６７・４８０号参照。
＊＊ 「会社株券ニ関スル損害要償ノ件疑問ニ答フ」問答之部、呑 法律雑誌４７２号(明１８.８.３、１３－１８頁) 『法律雑誌』４６８号参照。
＊＊ 「思量ヲ論ス」論説之部、豁堂主人 法律雑誌４７３号(明１８.８.８、１－５頁)
法律雑誌４７５号(明１８.８.１８、１－７頁) 明治１９年に続く。
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＊＊ 「民事問題第三号ニ答フ」問答之部、呑月酔人 法律雑誌４７９号(明１８.９.８、１４－１７頁) 『法律雑誌』４７２号参照。






































１９ １ １０ 日 ●中央法学会月次会は講師の都合で休会となる。 中央法学会雑誌８号(明１９.１.１５、記事２頁)
１９ １ １３ 水 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５０４号(明１９.１.１８、２３－２８頁) 薩埵の意見も掲載。
１９ １ ２２ 金 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５０６号(明１９.１.２８、２３－２８頁)
１９ １ ２８ 木 ●東京法学校、日曜休暇廃止の広告を出す。 東京横浜毎日新聞(明１９.１.２８、２面)
１９ １ ２９ 金 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５０８号(明１９.２.８、２２－２８頁)











１８ ２ ２１ 日 商工有志演説会に出席する。 東京横浜毎日新聞(明１９.３.２１、３面) 薩埵の演題は不明。
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１９ ２ ２６ 金 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５１３号(明１９.３.３、２８頁)
１９ この頃 高崎法学校の講師を務める。 法律雑誌５１３号(明１９.３.３、２８頁) 『法律雑誌』の広告にも掲載される。東京法学校で討論会が開催さ
れたと同様に高崎法学校でも討論会が行われた（『法律雑誌』５１
８号、明１９．３．２８記事之部）。
１９ ３ ２ 火 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５１５号(明１９.３.１３、２４－２８頁)
法律雑誌５１６号(明１９.３.１８、２８頁)
１９ ３ ９ 火 午後９時頃まで、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出 法律雑誌５１７号(明１９.３.２３、１８－２４頁)




１９ ３ １６ 火 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５１７号(明１９.３.２３、２４－２８頁)
１９ ３ ２３ 火 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５１８号(明１９.３.２８、２３－２７頁)
１９ ３ ３０ 火 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５２０号(明１９.４.８、２４－２８頁)






１９ ４月頃 ●東京法学社、北神保町７番地へ移転。 東京横浜毎日新聞(明１９.４.８、３面)
１９ ４ １１ 日 午後２時、中央法学会月次会に会頭として出席する。 中央法学会雑誌１６号(明１９.４.５、記事１頁)
１９ ４ １３ 火 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５２２号(明１９.４.１８、２３－２７頁)
















１９ ６ １０ 木 ●『中外法学新報』創刊。 中外法学新報１号(明１９.６.１０) 東京法学校明治１８年卒業の杉山誠一郎が編輯人。
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１９ ６ ２７ 日 午後１時より５時まで、東京法学校講義室における尋盟会月
次会に出席する。
法律雑誌５３７号(明１９.７.３、２４頁)







１９ ７ ２６ 月 東京専門学校の招待を受け、得業証書授与式に出席する。 法律雑誌５４２号(明１９.７.２８、２５頁)
１９ ７ ２７ 火 高崎法学校授業開始のため出張。 法律雑誌５３６号(明１９.６.２８、２６－２７頁)
１９ ８ ２５ 水 ●私立法律学校特別監督条規公布。
１９ ８月頃 ●伊藤修・元田直、公証人の出願をする。 毎日新聞(明１９.８.２５、５面)
毎日新聞(明１９.８.２８、４面)

















１９ ９ ２６ 日 ●『法律経済新報』創刊。 法律経済新報１号(明１９.９.２６) 東京法学校、明治１９年卒業の高橋藤之丞が編輯人。山田東次が社










１９ １０ ８ 金 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５５７号(明１９.１０.１３、２３－２８
頁)
薩埵の意見も掲載。









１９ １０ １５ 金 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５５９号(明１９.１０.２３、２０－２７
頁)
薩埵の自説も掲載。







 Hosei University Repository
豁堂 薩埵正邦年譜 付著作一覧 25/63
年 月 日 曜日 年 譜 典 拠 備 考




１９ １０ ２２ 金 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５６２号(明１９.１１.８、２５－２８頁)
１９ １０ ２４ 日 法律経済学術討論会に出席する。 毎日新聞(明１９.１０.２２、２面) 薩埵の他、山田東次・守屋此助・神尾珍らも出席。
１９ １０ ２９ 金 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５６０号(明１９.１０.２８、２３－２５
頁)
薩埵は問題（民事）の説明をする。
１９ １０ 仏学会創立会員として同会名簿に載る。 『仏学会々員名簿』仏学会理事員、明治１９年１０
月調べ
薩埵の住所は神田区小川町６、出金額は１０円。
１９ １１ ５ 金 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５６３号(明１９.１１.１３、２５－２８
頁)
１９ １１ ７ 日 ●攻法会第１回演説討論会開催。 前掲『中央大学百年史 年表・索引編』 会長は菊池武夫。
１９ １１ １２ 金 午後７時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５６４号(明１９.１１.１８、２４－２８
頁)














１９ １１ １７ 水 ノルマントン号船没事件臨時学術討論会演説会に出席する。 毎日新聞(明１９.１１.１７、５面) 追突事件死者追悼演説会。
『毎日新聞』記者信岡雄四郎（岡山県出身。東京法学校明２１年卒
業。弁護士）も出席。
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１９ １２月頃 学習院横の神田錦町２－６へ転居する。 毎日新聞(明１９.１２.２３) 訴訟鑑定事務（『法律雑誌』５０５号参照）も移転先で行う。
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＊＊ 「正当防衛権論ノ駁論ニ答フ」論説之部 法律雑誌５２７号(明１９.５.１３、１ー４頁) 『法律雑誌』５２５号戸田敬一郎の反駁に対するもの。
＊＊ 「刑事問題并ニ答」問答之部、呑月酔人 法律雑誌５２７号(明１９.５.１３、１４ー１６頁) 『法律雑誌』５２７号作陽小史参照。
＊＊ 「家宅侵入ノ罪ヲ論ス」論説之部、豁堂主人 法律雑誌５２８号(明１９.５.１８、１－１０頁)
＊＊ 「不動産新論」論説之部、呑月酔人 法律雑誌５２９号(明１９.５.２３、１－９頁)
＊＊ 「刑法第三百九十八条ノ問ニ答フ」問答之部、豁堂主人 法律雑誌５２９号(明１９.５.２３、９－１４頁) 『法律雑誌』５２６号参照。





























＊＊ 「右答（猿猴ヲ殴殺セシ件疑問）」問答、豁堂主人 法律雑誌５４８号(明１９.８.２８、１２－１４頁) 質問者は在泊浦・草育生。
＊＊ 「擬判問題ノ答」問答、呑月酔人 法律雑誌５５２号(明１９.９.１８、１２－１６頁) 『法律雑誌』５４７号（民事）参照。
＊＊ 「婚姻論」論説 法律経済新報１号(明１９.９.２６) 現物未見、『東京大学法学部付属明治新聞雑誌文庫所蔵雑誌目録目
次総覧 第３３巻』（大空社、１９９４年５月２４日）に拠る。
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＊＊ 「隠居相続を論ず」 法律経済新報６号(明１９.１１.) 現物未見、『毎日新聞』明１９．１１．３付雑報記事による。









＊＊＊ 横山寛平, 高橋藤之丞著『日本公証人規則義解』校閲 時習社、明治１９年１２月
明治２０（１８８７）３１歳
２０ この頃 東京法学校の初年科では刑法、２年科では証拠法を担当す 法律雑誌５７６号(明２０.１.２３、２２－２３頁)







２０ １ １５ 土 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５７６号(明２０.１.２３、２３－２８頁)
２０ １ １５ 土 商工有志演説会に出席する。 毎日新聞(明２０.１.１５、８５９１頁 薩埵の論題は不明。
２０ １ ２２ 土 午後６時、東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５７７号(明２０.１.２８、２５－２８頁)
２０ １ ２３ 日 東京法学校で、薩埵は２年科の証拠法、初年科の刑法を担当
と『法律雑誌』の記事で紹介される。
法律雑誌５７６号(明２０.１.２３、２２－２３頁) 東京法学校始業にあたっては、初年科の人事法も担当としていた。











２０ ２ １３ 日 井生村楼に於ける東京法律経済学術演説討論会に出席。 法律雑誌５８１号(明２０.２.１８、２２頁) 山田東次・吉田左一郎らも出席。
薩埵の演説「養子ノ事ヲ論ス」は『法律雑誌』５８１号に掲載され
た。
２０ ２ １８ 金 ●東京仏学校夜学選修科授業開始。 毎日新聞(明２０.２.２０、４面)
２０ ２ ２０ 日 商工有志演説会に出席する。 毎日新聞(明２０.２.２０、１面)
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２０ ３ 会頭として東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５８７号(明２０.３.１８、２３－２８頁)
２０ ３ １３ 日 午後２時、中央法学会月次会に会頭として出席する。 中央法学会雑誌４９号(明２０.３.５、記事１頁)
中央法学会雑誌４９号(明２０.４.５、記事１－４
頁)
２０ ３ ２０ 日 東京法律経済学術演説討論会に出席する。 毎日新聞(明２０.３.１９、４面)







２０ ３月頃 ●浅草井生村楼は新築後、鴎遊館と改称。 毎日新聞(明２０.３.２７) しばしば薩埵らが参加した演説会で使用した建物。












２０ ４ １０ 日 午後２時、中央法学会月次会に会頭として出席する。 中央法学会雑誌４９号(明２０.４.５、記事１頁)
中央法学会雑誌５３号(明２０.４.１５、記事１ー
４頁)
２０ ４ ２３ 土 東京法学校に於ける東京法学校討論会に出席。 法律雑誌５９４号(明２０.４.２３、１３５ー１４
０頁)
会頭は吉原三郎。
２０ ４ この頃 東京法学校で、刑法・売買法・法学通論を担当する。他、口
頭推問・擬律擬判も受持つ。
法律雑誌５９４号(明２０.４.２３、１１２頁)
２０ ４ ●東京仏学校法律科設置。 毎日新聞(明２０.４.２７、２面)




２０ ５ １１ 水 ●東京法学校、近火（５月１０日）につき見舞い礼の広告
を掲載する。
毎日新聞(明２０.５.１１、４面)
２０ ５ １５ 日 横浜法律討論演説会に出席する。 毎日新聞(明２０.５.１４、２面) 主催者は横浜代言人組合。
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木為三編 『志摩万次郎君略伝 』巌々堂、明２６年６ 月）。
２０ ５ ２０ 金 妻マサとともに日本橋本石町中川良二医師のもとで４度目の
種痘を受ける。
前掲「薩埵家資料」
２０ ５ ●大原鎌三郎「明法志林」の主筆となる。 毎日新聞(明２０.５.２８、４面) 同誌１３８号から担当。
２０ ６ 財産法を講義する。 毎日新聞(明２０.６.１、１面)
２０ ６ １１ 土 ●今川小路２－１５の東京法学社、「訴訟事件鑑定ノ依嘱
ニ応ス」の特別広告を掲載する。
毎日新聞(明２０.６.１１、１面)
























２０ ７ １０ 日 ●東京法学校など官私立計７校の大分県出身の法学生、大
懇親会を開催。
毎日新聞(明２０.７.３、付録２面) 法理の研究を目的とする。
２０ ８ １３ 土 近県漫遊のため出発する。 法律雑誌６１６号(明２０.８.１３、７２８頁)
毎日新聞(明２０.８.１７、４面)
『毎日新聞』には出発を告知広告として出す。




２０ ９ １３ 火 ●中央法学会開校の広告を出す。 毎日新聞(明２０.９.１３、４面) 会主は薩埵、この年１１月開校につき入学要綱を知らせる。
２０ １０ １０ 月 ●帝国大学監督私立法律学校優等卒業生の監督試験実施。 前掲『中央大学百年史 年表・索引編』
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２０ １２ ２５ 日 ●東京法学校臨時入学試験執行。 毎日新聞(明２０.１２.２２、４面)







＊ 『財産法講義』講述（時習社） 毎日新聞(明２０.５.１５、４面) 東京法学校・明治法律学校の教科書と紹介されている。
「科外講義」との記載があり、中央法学会のものと思われる（明治
２０年の項参照）。
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＊＊ 「編纂法ノ利害ヲ論ス」論説、豁堂主人 法律雑誌５７４号(明２０.１.１３、１－５頁) 1月9日の東京法律経済学術演説討論会での演説筆記。
＊＊ 「民事問題并ニ答」問答 法律雑誌５７４号(明２０.１.１３、５－１０頁) 発題者・神田銀次に対する答弁。
＊＊ 「賃貸ニ付テノ問并ニ答」問答、呑月酔人 法律雑誌５７４号(明２０.１.１３、１０ー１２頁) 発題者・山陽仙史に対する答弁。
＊＊ 「賃貸契約ノ性質ヲ論ス」 東京法学校雑誌１号(明２０.１.２０) 東京法学校懇談会演説筆記。
＊＊ 「売買ノ予約ヲ論ス」論説、豁堂主人 法律雑誌５７７号(明２０.１.２８、１ー６頁)
法律雑誌５７９号(明２０.２.８、１ー７頁)
＊＊ 「刑事問題并ニ意見」問答 法律雑誌５７８号(明２０.２.３、１２－１６頁) 東京法学校擬律問題の答弁者。






＊＊ 「養子ノ事ヲ論ス」論説 法律雑誌５８１号(明２０.２.１８、１－１４頁) ２月１３日の東京法律経済学術演説討論会における演説筆記。
＊＊ 「証券印税規則違犯ニ関スル問并ニ答」問答、呑月酔人 法律雑誌５８２号(明２０.２.２３、１３ー１６頁)








＊＊ 「占有権ニ付テノ問并ニ答」問答 法律雑誌５８７号(明２０.３.１８、１０－１２頁) 答弁者。
＊＊ 「自由ト識別心トノ別ヲ論ス」論説 法律雑誌５８８号(明２０.３.２３、５－１０頁) 富井政章説を引用（７頁）。








＊＊ 「民事交渉問題ニ答フ｣問答、呑月酔人 法律雑誌５９１号(明２０.４.８、１４ー１７頁) 『法律雑誌』５８５号参照。
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＊＊ 「刑事問題ニ答フ」問答 法律雑誌５９３号(明２０.４.１８、６８ー７２頁) 『法律雑誌』５９２号参照。
＊＊ 「法律学試験法ノ私見」論説 法律雑誌５９３号(明２０.４.１８、５７ー６２頁)
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＊＊ 「損害ノ負担者何レニ在ル乎ノ問并ニ答」 法律雑誌６２２号(明２０.９.１３、４１ー４５頁) 問答解答。質問者は逍遥散人。
＊＊ 「観劇有感」論説、呑月酔人 法律雑誌６２３号(明２０.９.１８、５７ー６４頁)
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＊＊＊ 横山寛平, 高橋藤之丞著『日本公証人規則義解』校閲 松盛堂, 明２０年１月
＊＊＊ 横山寛平他著『日本登記法義解・公証人規則義解』校閲 松盛堂, 明２０年１月
＊＊＊ 横山寛平他著『日本登記法義解』校閲 高木和助, 明２０年１月
＊＊＊ 横山寛平他著『日本登記法義解・公証人規則義解』校閲 能勢土岐太郎他, 明２０年２月
＊＊＊ 横山寛平他著『日本登記法義解・公証人規則義解』校閲 松成伊三郎, 明２０年２月
＊＊＊ 横山寛平, 高橋藤之丞著『日本公証人規則義解』校閲 高木和助, 明２０年３月
＊＊＊ 横山寛平他著『日本登記法義解・公証人規則義解』校閲 高木和助, 明２０年３月
＊＊＊ 横山寛平他著『日本登記法義解・公証人規則義解』校閲 梶尾勘助, 明２０年３月
明治２１（１８８８）３２歳
２１ １ ８ 日 ●東京法学校始業、同日入学試験実施。 毎日新聞(明２１.１.６、４面)







































２１ ２ ８ 水 ●時習社の移転、中央法学会の開業を広告する。 毎日新聞(明２１.２.８、４面) 移転先は、神田錦町１ー１２。時習社の移転に伴い中央法学会も移
転することとなったようだ。同会の移転は２月１０日頃としている
（『中央法学会雑誌』８１号、明２１．１．１５広告）
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２１ ５ ２１ 月 ●五大法律学校連合討論会第２回開催。 前掲『早稲田大学百年史 一巻』







２１ ６ ●東京法学社、麹町区飯田町６丁目２５番地に移転する。 法律応用雑誌９７号(明治２１.６.９)
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２１ ８ １０ 金 ●特別認可学校として東京仏学校、学則認可される。 東京朝日新聞(明２１.８.１０、２面)
２１ ８ ２６ 日 栃木県安蘚郡で開催の学術演説会に出席する。 毎日新聞(明２１.８.２３、２面)









２１ ９ １５ 土 ●中央法学会「第三期」試験挙行される。 中央法学会雑誌９５号(明２１.６.１５、記事４頁) 試験科目は治罪法・訴訟法・売買法・賃貸法・民事会社法・賃借
法・行政法の７科目とある。また、治罪法は同会より出版予定とし
ている。



























２１ ９ ３０ 日 ●五大法律学校連合討論会第３回開催。 前掲『早稲田大学百年史 一巻』
東京法学校雑誌１０号(明２１.１０.２０、３３頁)
 Hosei University Repository
豁堂 薩埵正邦年譜 付著作一覧 41/63
年 月 日 曜日 年 譜 典 拠 備 考


































２１ １０ ７ 日 ●東京法学校校外生入学試験実施。 毎日新聞(明２１.９.２６、４面)


















２１ １０ ２０ 土 ●東京法学校特別認可生入学試験実施。 毎日新聞(明２１.９.２６、４面)












２１ １１ １５ 木 奥羽漫遊より帰る。 毎日新聞(明２１.１１.１８、３面) 薩埵を紹介する記事は「時習社主」と記載する。
２１ １１ ２５ 日 ●第四回５大法律学校連合討論会。 毎日新聞(明２１.１１.２７、１面)
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＊＊ 「地方ノ実況ヲ見テ感アリ」論説 法律雑誌７０７号(明２１.１１.２３、１頁以下) 現物未見、前掲『東京大学法学部付属明治新聞雑誌文庫所蔵雑誌目
録目次総覧 第３１巻』に拠る。
＊＊ 「奥羽漫遊土産」記事 法律雑誌７０７号(明２１.１１.２３) 現物未見、前掲『東京大学法学部付属明治新聞雑誌文庫所蔵雑誌目
録目次総覧 第３１巻』に拠る。
＊＊ 「売主逓奪担保ニ付テノ問」問答 法律雑誌７０９号(明２１.１２.３) 現物未見、前掲『東京大学法学部付属明治新聞雑誌文庫所蔵雑誌目
録目次総覧 第３１巻』に拠る。






＊＊ 「担保訴権ニ付テノ問并ニ答」問答 法律雑誌７１４号(明２１.１２.２８) 現物未見、前掲『東京大学法学部付属明治新聞雑誌文庫所蔵雑誌目
録目次総覧 第３１巻』に拠る。
明治２２（１８８９）３３歳
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２２ １ １３ 金 ●『法学雑誌』創刊される。 法学雑誌１号(明２２.１.１３) 発行所は麹町区飯田町５－２２の政法学会。編集・発行人は吉田左
一郎、印刷人は上林敬次郎（両者とも東京法学校卒業生）。
２２ １ １９ 土 Ⅰ月１８日の「近火見舞の礼」を時習社社主として紙上広告
をする。
毎日新聞(明２２.１.１９、３面) 東京法学校も同様の広告を同日掲載。
２２ １ ２７ 日 ●アッペール帰仏。 毎日新聞(明２２.１.２６、２面) 東京法学校は、餞別として屏風を送った。
２２ ２ １０ 日 ●時習社、憲法発布と書籍店開業１周年を祝して書籍の割
引販売を実施する。
毎日新聞(明２２.２.１１、付録１面)
２２ ２ １１ 月 ●大日本帝国憲法発布。
２２ ２ １１ 月 ●衆議院議員選挙法公布。
２２ ２ ２３ 土 房州の講義会に出席の件、報道される。 毎日新聞(明２２.２.２３、１面) 市町村制について講義する。





２２ ３ ７ 木 ●五大法律学校連合討論会開催。 毎日新聞(明２２.３.７、１面) 日暮里修性院（花見寺）におけるもの。






































２２ ４ １４ 日 二男匡生まれる。 前掲『薩埵家弐百五拾年史』
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２２ ４ ●東京仏学校、神田柳原河岸１９番地へ移転する。 東京日日新聞(明２２.５.５) 薩埵により、勧工場の校舎が売却されたことと、合併にあたって手
当てされた新校舎建築落成までの一時的な移転を余儀なくされたと
思われる。
２２ ４ ２５ 木 ●東京法学校特別認可生入学試験実施。 毎日新聞(明２２.４.１７、４面)
毎日新聞(明２２.４.２０)






２２ ５ １２ 日 ●五大法律学校連合討論会開催。 毎日新聞(明２２.５.１１、１面)






























２２ ６ ２５ 火 ●『通俗法学叢誌』創刊される。 通俗法学叢誌１号(明２２.６.２５) 発行・印刷人は井上栄太郎、編集者は小川町東京法学校内寄留の北
村武表（いずれも東京法学校明治１９年卒業生）。
２２ ７ ４ 木 ●新設の和仏法律学校につき東京法学校校員と仏学会の協 前掲『法政大学史資料集 ２６集』８２－８３頁
２２ ７ １３ 土 ●『法律雑誌』の一大改良の広告が掲載される。 毎日新聞(明２２.７.１３、４面) 時習社の所在地は錦町１－２２。







２２ ８ ●『五大法律学校連合討論会雑誌』４号で廃刊。 毎日新聞(明２２.８.１３、３面)
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２２ ９ ７ 土 ●五大法律学校連合討論会第７回開催。 前掲『中央大学百年史 年表・索引編』







































２２ １０ ５ 土 ●和仏法律学校討論会開催。 毎日新聞(明２２.１０.４、３面)














２２ １１ ●時習社、京橋区山下町６番地移転する。 毎日新聞(明２２.１１.８、６面)
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２２ １２月頃 富田半兵衛の相談を受ける。 京都日報(明２２.１２.１、２面) 富田が日出新聞は嘘を伝える丁稚新聞と発言したことがバッシング
を受けた（本稿明治２２年９月の項参照）。
２２ １２ ２１ 土 ●五法律学校連合討論会開催。 毎日新聞(明２２.１２.２１、３面)








＊ 『大日本帝国憲法附属法精義』著 時習社・岡島宝文館、 明２２年３月
＊ 『日本刑法講義』著 時習社, 明２２年１１月 薩埵は自らが起こした中央法学会の機関誌に「日本刑法」講義を明
治１８年の創刊号より連載していた。
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＊＊ 「右問題（民事）ニ対スル意見」問答 法律雑誌７５１号(明２２.７.８、１３－１４頁) 五大法律学校連合討論会問題。出題者は宮城浩蔵。
在岡山徒惰生（戸田敬一郎か）の「五大法律学校討論会問題ノ意見
ヲ駁ス」（『法律雑誌』７５４号）参照。






＊＊ 「右問題（民事）ニ対スル意見」問答 法律雑誌７５２号(明２２.７.１３、２８－３１頁) 五大法律学校連合討論会問題。出題者は中村忠雄。
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２３ １ １５ 水 京都から東京に戻る。 京都日報(明２３.２.１８、３面)
















２３ ２ １０ 月 ●裁判所構成法公布。
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２３ ３ １５ 土 「被選の準備」と題する記事で、衆議院選計画と報道され
る。
東雲新聞(明２３.３.１５、１面)






２３ ４ ９ 水 ●五大法律学校有志の相談会開催。 前掲『中央大学百年史 年表・索引編』 日本法律学校の２大恩典に反対の決議。




２３ ４ ２１ 月 ●民法財産編･財産取得編（１２章まで）・債権担保編・証
拠編公布。
明治２６年１月１日施行を予定。
２３ ４ ２１ 月 ●民事訴訟法公布。 明治２４年４月１日施行を予定。
２３ ４ ２６ 土 ●商法公布。 明治２４年１月１日施行を予定。
２３ ４ ２７ 日 ●五大法律学校連合討論会開催。 読売新聞(明２３.４.２７、２面) １２時より神田一ツ橋通帝国大学講義室におけるもの。
２３ ４ ２７ 日 ●府県制・郡制公布。
２３ ５ ３ 土 ●時習社、大阪に分社開設を予告。 法律雑誌８０９号(明２３.５.３.広告) 分社は、大阪市高麗橋１丁目５０番邸、大阪以西の諸君はこちらに
書籍・雑誌を注文してくれという。
２３ ５ １７ 土 ●府県制・郡制公布。 明治２４年１月１日施行を予定。
２３ ５ ２８ 水 再び第１区候補者１３名の一員として報道される。 京都日報３６５号(明２３.５.２８、１面)
２３ ６ ８ 日 ●五大法律学校連合討論会開催。 読売新聞(明２３.６.８、５面) １２時より神田一ツ橋通帝国大学講義室におけるもの。
刑法出題者は富井政章。








２３ ６ ３０ 月 ●行政裁判法公布。
２３ ７ １ 火 ●第１回衆議院議員選挙。
２３ ７ １２ 土 ●和仏法律学校、新築校舎にて卒業証書授与式。 研法雑誌２５号(明２３.８.２７、２８－３０頁) 移転式を兼ねた卒業式は、午後３時より陸軍軍楽隊の演奏の中、来
賓講師校友５００名、卒業生９９名が出席し盛大に挙行された。
２３ ７ １３ 日 ●五大法律学校連合討論会第１３回開催。 前掲『中央大学百年史 年表・索引編』
前掲『早稲田大学百年史 一巻』
２３ ７ ２５ 金 ●集会及政社法公布。
２３ ７ ２７ 日 ●五大法律学校連合討論会開催。 前掲『中央大学百年史 年表・索引編』
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２３ ７ 三女康子生まれる。 前掲『薩埵家弐百五拾年史』







２３ ８ この頃 亀岡に於ける法律研究会より毎月数回の講義を嘱託される。 京都日報４３６号(明２３.８.１９、２面) この頃上林敬次郎と行動をともにする。
































２３ ９ ９ 火 薩埵は奏任五等上級、三高助教授として採用された。 「三高等中学校親裁書類」(明治２３年)


















２３ ９ ２１ 日 ●日本法律学校開校。
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２３ １０ ４ 土 「宿所」届を第三高等中学校に提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２３年) 「宿所」は上京区丸太町川端東入町。
２３ １０ ７ 火 ●民法財産取得編(１３章以下）・人事編公布。
●治罪法廃止され刑事訴訟法公布。
施行は明治２５年１月１日を予定。
２３ １１ １８ 金 第三高等中学校秋期生徒修学旅行の付き添いを命じられる。 「三高等中学校親裁書類」(明治２３年)
「三高等中学校請書綴込」(明治２３年)
２３ １２ １０ 金 第三高等中学校へ宛、欠勤届提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２４年)
２３ １２ ２７ 月 ●商法施行が、明治２６年１月１日まで延期となる。

























＊＊ 「刑事問題第七」問答、呑月生 法律雑誌７９５号(明２３.２.２３、７－８頁) 問のみ。
＊＊ 「明治二十二年法律第二十二号ノ解釈」社説 法律雑誌７９６号(明２３.２.２８、１－６頁)
＊＊ 「係訟物件付託法ニ関スル新案」学説 法律雑誌７９９号(明２３.３.１３、５－１３頁)
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＊＊＊ 上林敬次郎・吉田初三合著『日本商法通解. 第２号』校閲 時習社、 明２３年７月２１日
明治２４（１８９１）３５歳
２４ １ １９ 月 第三高等中学校へ宛、昨夜以来病気につき本日欠勤と届を提
出する。
「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２４年)
２４ １ ３０ 金 第三高等中学校へ宛、病気欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２４年)




２４ ２ １３ 金 第三高等中学校へ宛、病気欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２４年)
２４ ３ ４ 水 第三高等中学校へ宛、昨夜以来病気につき本日欠勤と届を提
出する。
「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２４年)
２４ ３ ２０ 金 第三高等中学校へ宛、転居の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２４年) 転居地は上京区岡崎乙第三番地。






２４ ６ ８ 月 第三高等中学校へ宛、病気欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２４年)
２４ ７ １ 水 ●府県制施行。
２４ ８ ２５ 火 ●穂積八束、法学新報第５号に「民法出テヽ忠孝亡フ」を 法学新報５号(明２４.８.２５)
２４ ９ １ 火 教授に任命され七級俸（月俸７５円）となる。 「三高等中学校二十二回年報 自明治二十四年一月
一日至同年十二月三十一日」(明治２４年)











２４ １０ ２２ 木 第三高等中学校へ宛、病気欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２４年)
２４ １０ 四女繁尾生まれる。 前掲『薩埵家弐百五拾年史』
２４ １１ ４ 水 第三高等中学校へ宛、病気欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２４年)
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２４ １１ ２２ 水 第三高等中学校へ宛、病気欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２４年)





２４ この年 第三高等中学校で民法・刑法・刑事訴訟法を担当する。 「(三高等中学校)総務局往復書類付大臣官房」(明
治２４年)




２５ １ ２５ 月 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ２ ２ 火 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ２ ３ 水 第三高等中学校へ宛、病気のため本日早退の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年) ２時間の講義は努めたが、残り１時間は休講とする。
２５ ２ １１ 木 第三高等中学校へ宛、病気のため本日の紀元節式を欠席する
届を提出する。
「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)






２５ ２ １２ 金 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)










２５ ２ ２５ 木 第三高等中学校へ宛、本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ２月初旬 ●和仏法律学校、第二期校外生を募集。 法律雑誌９２３号(明２６.９.２５、広告)
２５ ３ １４ 月 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ３ １５ 火 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)





２５ ３ ２２ 火 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ３ ２３ 水 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ４ ９ 土 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ４ ２５ 月 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ４ ２７ 水 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ４ ●英法派による「法典延期意見書」配布される。 断行派と延期派間に、いわゆる「法典論争」がはじまる。
２５ ５ １９ 木 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ５ ２０ 金 ●和仏法律学校校友会、臨時総会開催を開催し、民法典即
時施行運動推進を計画。
２５ ５ ２７ 金 ●貴族院で民法・商法施行延期法案を審議。 法案提出は村田保。
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２５ ６ ２ 木 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ６ ３ 金 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ６ １３ 月 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ６ １４ 火 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ６ １５ 水 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ８ ２０ 土 第三高等中学校へ宛、旅行の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年) およそ１０日間大阪府下および近県へ旅行のため本日出発する。
２５ ８ ２７ 土 旅行先の京都山城より、明日旅行より帰るとのはがきを第三
高等中学校に宛出す。
「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ ８月頃 第三高等中学校陸上運動部役員・世話係となる。 壬辰会雑誌６号(明２５.８、４９頁) 役員は判定者３０名、世話係４７名。





２５ １０ ７ 金 ●民法・商法施行取調委員任命。 委員長西園寺公望、委員は梅謙次郎・富井政章・穂積八束ら１２
名。
２５ １０ ２０ 木 ●四大法律学校（東京法学院・専修学校・明治法律学校・
東京専門学校）代言人試験停止に伴う善後策を協議。
前掲『中央大学百年史 年表・索引編』 和仏法律学校が何故参加していないかは不明。
２５ １０ ２４ 月 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ １０ ２５ 火 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ １０ ２６ 水 ●六大法律学校委員、代言人試験漏洩問題につき協議。 前掲『中央大学百年史 年表・索引編』
２５ １１ ２４ 木 ●民法商法施行延期法公布。 施行は明治２９年１２月３１日まで延期となる。













２５ １２ 第三高等中学校より「門鑑」第３３号が交付される。 「(三高等中学校)門鑑交付書留簿 会計係」(明治２
５年)
「門鑑」とは門の出入りを許可されていることを証明するもの。
２５ １２ ７ 水 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
２５ １２ ８ 木 第三高等中学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「(三高等中学校)職員願伺届書類」(明治２５年)
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＊＊ 「財産取得編第百六十八条ヲ論ス」論叢 攻法６０号(明２５.６.２９、２１８－２２０頁) 同誌の発行所は、日本同盟法学会（佐藤庄太が発行・編集人）。
薩埵の肩書きは「第三高等中学校法学部教授」。
明治２６（１８９３）３７歳
２６ １ ２８ 土 同志社に出講の件、認可される。 「三高等中学校親裁書類」(明治２６年)
２６ １ この頃 第三高等中学校で、民法・刑法・刑事訴訟法・実地演習を担
当する。
「三高等中学校親裁書類」(明治２６年)
２６ ３ ４ 土 ●弁護士法公布。 代言人規則は廃止。
２６ ３ ６ 月 ●商法及商法施行条例中改正竝施行法律公布。 会社・手形・小切手・破産の部分修正。
２６ ３ ２５ 土 ●法典調査会規則公布。
２６ ４ １３ 木 ●法典調査会委員任命。
２６ ４ １４ 金 ●出版法、版権法公布。










２６ ４月初旬 ●和仏法律学校、第三期校外生を募集。 法律雑誌９１２号(明２６.４.１１奥付) 講義禄は第１年級科目より順次掲載、満３年で完結（月２回の発
行）。懸賞論文も募集し、優秀者は月謝免除・「校内生三年級ニ編
入ス」としている。
２６ ５ ２７ 土 ●東京弁護士会創設。
２６ １０ ３ 火 二女静江死亡する、享年７歳。 前掲「薩埵家資料」
２６ １０ ５ 木 ●和仏法律学校、第四期校外生を募集。 法律雑誌９２３号(明２６.９.２５奥付)
２６ １０ ３１ 火 ●文官任用令・文官試験規則公布。
２６ １１ ４ 土 ●特別認可学校制度廃止。
２６ １２ ７ 木 辞令「六級俸」を受ける。 前掲「薩埵家資料」
大日本教育会雑誌１３８号(明２６.１２.２５)














＊＊ 「刑法原理」講義 警察学講習録１号(明２６.２.１６) 原本未見。『法学通論』（日本同盟法学会、明２６．６．２５）に
掲載された日本同盟法学会出版広告による。
同会「法学講義録」への連載と同じものと思われる。
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２７ この頃 第三高等中学校で、民法・刑法・実地演習を担当する。 「三高等中学校親裁書類」(明治２７年)
２７ ６ ２５ 月 ●高等学校令公布。





２７ ９ １１ 火 ●第三高等学校開校。 前掲『京都大学百年史 写真集』 設置は７月２１日。
２７ １０ ３０ 火 ●第三高等学校嶽水会創設。 前掲『京都大学百年史 写真集』








２８ １ １ 火 第三高等学校高等官新年賀表に名を連ねる。 「三高等学校各庁往復書類」(明治２８年) 薩埵は従七位。
この頃の薩埵之住所は、岡崎町乙第３番地（明治２４年に転居）。
２８ ２ ７ 木 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２８年)




２８ ３ ７ 木 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２８年)
２８ ３ １５ 金 第三高等学校へ宛、病気のため本日午後授業欠勤の届を提出
する。
「三高等学校職員願伺届書類」(明治２８年)
２８ ４ ８ 月 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２８年)
２８ ４ １１ 木 嶽水会協議会に出席する。 「三高等学校運動会一件書類」(明治２８年)
２８ ４ １５ 月 第三高等学校へ宛、５月１日の春季運動会挙行の届を提出す 「三高等学校運動会一件書類」(明治２８年) 巌谷と連名で提出。薩埵は嶽水会陸上運動部長。
２８ ４ 故井上文部大臣教育記念金醵集に応じる（８３銭３厘）。 「三高等学校文部大臣官房往復書類」(明治２８年)
２８ ４ 天皇皇后奉迎送に関する寄付金に応じる（１円）。 「三高等学校雑事書類」(明治２８年)
２８ ５ 帝国教育大会への寄付に応じる。 「三高等学校雑事書類」(明治２８年)
２８ ６ ５ 水 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２８年)
２８ ６ ８ 土 ●第三高等学校教員一同から運動会のため嶽水会へ寄付。 「三高等学校運動会一件書類」(明治２８年) 薩埵は、１円４４銭５厘寄付をする。
２８ ９ ２０ 金 第三高等学校法学部第２年級長に選される。 「三高等学校回達掲示書類」(明治２８年)
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２８ １０ １０ 木 第三高等学校法学部第２年級長に任命される。 「三高等学校回達掲示書類」(明治２８年)
２８ １１ ３ 日 第三高等学校高等官天長節賀表に名を連ねる。 「三高等学校各庁往復書類」(明治２８年) 薩埵は従七位。
２８ １１ １５ 金 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２８年)
２８ １１ ２１ 木 夜、三男勇１才死亡する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２８年)
２８ １１ ２２ 金 三男勇逝去につき３日間の忌引届（遠慮御届）を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２８年) 実際は２日間の忌引きをとる（「第三項と学校職員明治二十八年中
出勤欠勤一覧表」）。












２９ １ １ 水 第三高等学校高等官新年賀表に名を連ねる。 「三高等学校各庁往復書類」(明治２９年) 薩埵は従七位。
辞令 明治２８年か？ 大日本教育会雑誌１７３号(明２９.１.１)
２９ １ ２３ 木 大阪在住の従妹牧野小房逝去につきの忌引届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２９年) 忌引きの期間は３日。
２９ １ ２７ 月 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２９年)
２９ １ ３０ 木 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２９年)
２９ ２ １９ 水 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２９年)
２９ ２ ２９ 土 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２９年)
２９ ３ ４ 水 ●第九議会、京都帝国大学設置に関する予算案可決。 前掲『京都大学百年史 写真集』
２９ ４ ２７ 月 ●民法第１・２・３編公布。
２９ ５ ８ 金 第三高等学校へ宛、病気のため本日および明日欠勤の届を提
出する。
「三高等学校職員願伺届書類」(明治２９年)







２９ ７ １１ 土 六女道子生まれる。 前掲『薩埵家弐百五拾年史』
２９ ７ １０ 金 ●午前９時、雨天体操場にて第三高等学校卒業式挙行。 「(明治)二十九年十日法学部卒業証書授与式一件出
願 庶務掛」(明２９)
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２９ ９ １６ 水 第三高等学校法学部第３年級長に選される。 「(三高等学校)組長 級長一件」(明治２９年)
２９ ９ １９ 土 第三高等学校法学部３年級に学生長谷川・三宅が組長に当選
の報告書を提出する。
「(三高等学校)組長 級長一件」(明治２９年) 薩埵は３年級長。
２９ ９ ２６ 土 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２９年)
２９ １０ １５ 木 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類(明治２９年)
２９ １０ ３１ 土 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２９年)
２９ １１ ３ 火 第三高等学校高等官天長節賀表に名を連ねる。 「三高等学校各庁往復書類」(明治２９年) 薩埵、正七位と訂正が入れられている（他の教員も官位が訂正され
上げられている）。
２９ １１ １２ 木 第三高等学校へ宛、病気のため本日欠勤の届を提出する。 「三高等学校職員願伺届書類」(明治２９年)
２９ １２ ８ 火 本日咽喉病になり発声ができないので加養のため欠勤の届を
第三高等学校に提出する。
「三高等学校職員願伺届書類」(明治２９年)
２９ １２ １３ 日 ●五大法律学校大懇親会開催。 前掲『中央大学百年史 年表・索引編』 江東区中村楼おける。
２９ １２ ２９ 火 ●法典の施行延期
明治３０（１８９７）４１歳
３０ ４ １７ 土 ●第三高等学校、大学予科設置。 前掲『京都大学百年史 写真集』 法学部は廃止が決定され、明治３２年９月をもって廃部となった。












３０ ６ １４ 月 病気のため没す。 「文部省上申・開申書類」(明３０年)
３０ ６ １７ 木 京都大徳寺塔頭芳春院に葬られる。 法学協会雑誌１５巻７号(明３０.８.１、８５８－
８６０頁)
３０ ６ １８ 金 薩埵匡より第三高等学校に宛、死亡届を提出する。 「文部省上申・開申書類」(明３０年)
３０ ６ １８ 金 ●京都帝国大学設置の勅令制定。 前掲『京都大学百年史 写真集』
３０ ６ ２８ 月 ●木下広次、京都帝国大学総長に就任。 前掲『京都大学百年史 写真集』
３０ ７ １ 木 文部省、在官中死去に伴う規程により妻マサに年俸３分の１
支給を通達する。
「三高等中学校親裁書類」(明治３０年) 下賜金額は４６６円６６銭６厘（「予算書類」、明３０年）。
３０ ７ ２６ 月 二男匡、父の死亡により戸主となる。










３０ ８ １０ 火 ●六大法律学校合同説が報道される。 読売新聞(明３０.８.３０、３面) 東京法学院菊池武夫、六大法律学校総代として清浦司法大臣に面会
し、この説に対し、準備の都合もあるため何れ時期を見て合同をす
ると復答をしたと記事は伝える。
３０ ８ ２８ 土 妻マサ、内閣より恩給７０円の交付される。 前掲「薩埵家資料」 官吏恩給法第７条に基づく（明治17年に文官の恩給制度は発足。官
吏恩給法及官吏遺族扶助法補則一明治二十九年法律第78号） 。
明治３１（１８９８）年
３１ ７ １６ 土 ●民法全編施行。
３１ １１ ２４ 木 ●和仏法律学校、財団法人認可。
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明治３２（１８９９）年
３２ ８ ３ 木 ●私立学校令公布。
明治３６（１９０３）年
３６ ３ ２７ 金 ●専門学校令公布。
３６ ８ ２８ 金 ●専門学校令により、和仏法律学校法政大学と改称。
明治４３（１９１０）年





















＊ 『仏民法賣買法講義』口述、 朝来散史筆記 私製 東京法学校での薩埵の講義を筆記したもの。
＊ 『刑法講義』講述 出版者不明
＊ 『正当防衛権論』講述 出版者不明 『法律雑誌』５１８ー５２０、５２２号の連載論説に「正当防衛権
ヲ論ス」がある（本稿明治１９年の項参照）。
＊ 『日本民法財産取得編』講述 出版者不明
＊ 『日本民法財産取得編講義 完』講述. 出版者不明






＊ 『仏国民法賣買法交換法講義 完』講述 日本同盟法学会 京都の日本同盟法学会法学講義録に明治２１ー２３年にわたり紙上
講義として連載されたものの合本版とおもわれる。
＊ 『仏国民法賣買法講義』講述 日本同盟法学会 京都の日本同盟法学会法学講義録に明治２１ー２３年にわたり紙上
講義として連載されたものの合本版とおもわれる。
＊ 『物権之部 (民法講義 第２編) 』薩陲正邦、宮田四八講述 日本同盟法学会
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